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秩
父
事
件
は
、
自
由
民
権
期
に
お
こ
っ
た
事
件
の
中
で
最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
秩
父
事
件
の
一
八
年
前
に
、
秩
父
地
方
を
含
む
埼
玉
県
西
部
で
武
州
世
直
し
一
侯
が
お
こ
っ
て
い
掴一武州世直し一摸では、「剣類は停止致し、得物一一は野具を携
へ」て出る趾か、「得物ハ鎌、鋸、斧等ノ農具ヲ持天槍刀一切
無用タルヘシ」と一一一一温雛ぎされており、実際にも武器を携行しな
い
こ
と
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
八
年
後
の
秩
父
事
件
で
は
、
「巡査共ハ残ナク片付“Ⅳ｛鉄炮、太刀、竹鑓等ヲ持テ、椋神社
へ
出
ョ
、
出
ザ
レ
ハ
焼
払
フ
ゾ
」
と
声
を
か
け
狩
り
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
武
州
世
直
し
一
摸
で
禁
止
し
て
い
た
槍
刀
は
も
と
よ
り
、
鉄
砲
ま
で
も
が
携
行
・
使
用
さ
れ
て
い
る
。
地
域
的
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
り
、
’
八
年
し
か
経
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
方
に
参
加
し
た
者
も
い
た
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
武
器
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
武
州
世
直
し
一
摸
と
秩
父
事
件
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
〈研究ノート〉
は
じ
め
に
こ
れ
ま
で
の
武
州
世
直
し
一
摸
を
含
む
幕
末
・
維
新
期
の
民
衆
闘
争
に
関
吋渦論考では、｜摸参加者の武器から考察を深めているも④跡あ
り、その流れの中で秩父事件の意義にまで一一一一巨及するものはある。
しかし秩父事件を中心工蛎えた研究では、どれも何名かの証言を
も
と
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
参
加
者
の
武
器
の
携
行
・
使
用
か
ら
分
析
考
察
し
た
も
の
は
な
い
。
私
は
、
秩
父
事
件
と
武
州
世
直
し
一
摸
を
含
む
幕
末
・
維
新
期
の
民
衆
闘
争
と
の
相
違
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
秩
父
事
件
の
全
参
加
者
の
視
点
か
ら
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
秩
父
事
件
の
携
行
武
器
の
実
態
と
、
幕
末
か
ら
自
由
民
権
期
ま
で
の
民
衆
闘
争
に
お
け
る
携
行
武
器
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
秩
父
事
件
全
参
加
者
の
裁
判
資
料
よ
り
携
行
武
器
の
分
析
を
行
い
、
次
に
武
州
世
直
し
一
摸
か
ら
秩
父
事
件
ま
で
の
携
行
武
器
を
概
観
、
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
一
武
器
の
分
析
ま
ず
初
め
に
、
秩
父
事
件
参
加
者
の
裁
判
資
料
か
ら
武
器
携
行
に
つ
い
て
四一
河
本
由
生
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の
統
計
を
と
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
携
行
物
の
中
で
、
圧
倒
的
に
数
が
多
い
の
が
竹
槍
で
あ
る
。
ま
た
竹
槍
は
、
裁
判
言
渡
書
中
で
一
「
竹
槍
又
ハ
棒
」
の
よ
う
に
「
又
ハ
」
と
い
う
表
現
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
又
ハ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
を
含
め
な
い
と
一
四
二
七
名
、
こ
れ
を
す
べ
て
加
え
る
と
二
六
七
六
名
が
携
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
最
小
数
を
と
る
と
、
全
有
罪
者
の
三
七
・
五
％
と
い
う
割
合
で
あ
り
、
最
大
数
で
は
七
○
・
四
％
と
い
う
割
合
と
な
る
。
竹
槍
が
秩
父
事
件
で
の
主
要
携
行
武
器
で
あ
る
と
い
え
る
。
竹槍に次いで多いのが一七一一名ないし三一一一四名の者が携行して
いる棒である。
そ
の
次
に
多
い
の
は
、
’
七
一
一
名
な
い
し
一
七
三
名
が
携
行
し
た
刀
類
で
あ
る
。
刀
類
は
他
の
携
行
武
器
よ
り
携
行
者
数
の
幅
が
小
さ
く
、
こ
の
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
随
行
者
と
み
な
さ
れ
た
者
（
罰
金
刑
以
下
に
処
さ
れ
た
者
）
に
は
、
「
竹
槍
又
ハ
棒
」
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
携
行
武
器
を
持
っ
た
者
を
ま
と
め
て
裁
判
言
渡
書
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
刀
類
の
携
行
者
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
は
受
け
て
お
ら
ず
、
裁
判
所
が
刀
類
の
携
行
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
携
行
数
の
多
い
武
器
を
あ
げ
る
と
、
鉄
砲
（
四
八
名
な
い
し五八名が携行）、鎌（四○名ないし一五八名）、木刀（二一一一名な
いし六六名）、梶棒（’三名ないし一一○○名）、短刀（’一一｜名）、
猟
銃
（
九
名
な
い
し
一
四
名
）
、
丸
棒
（
七
名
な
い
し
一
七
名
）
、
鳶
口
（
四
名
な
い
し
三
五
名
）
、
鉈
（
四
名
な
い
し
一
八
名
）
と
な
る
。
法
政
史
学
第
五
十
九
号
１
埼
玉
県
か
ら
の
参
加
者
次
に
各
県
か
ら
の
参
加
者
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
み
る
。
ま
ず
、
携
行
物
で
は
、
竹
槍
の
割
合
が
四
一
一
％
か
ら
七
六
・
二
％
で
あ
る
。
他
県
参
加
者
の
中
で
竹
槍
の
割
合
が
最
も
高
い
、
明
治
一
七
年
二
月
四
日
以
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
群
馬
県
出
身
者
の
五
九
％
と
比
較
す
る
と
、
幅
は
あ
る
も
の
の
多
い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県
内
に
お
い
て
参
加
者
の
狩
り
出
し
が
よ
り
多
く
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
特
徴
的
な
の
が
、
刀
類
の
数
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
割
合
に
す
る
と
四
・
｜
％
と
な
る
。
群
馬
、
長
野
両
県
か
ら
の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
七
・
八
％
、
’
一
・
三
％
で
あ
り
、
埼
玉
県
参
加
者
の
刀
類
の
割
合
が
突
出
し
て
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
鉄
砲
は
、
三
七
名
な
い
し
四
四
名
の
者
が
携
行
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
全
火
器
類
で
は
、
五
○
名
な
い
し
五
五
名
の
者
が
携
行
し
て
お
り
、
事
件
全
体
の
約
七
○
％
の
火
器
が
、
埼
玉
県
参
加
者
に
よ
り
携
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
県
参
加
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
事
件
初
期
か
ら
参
加
し
て
い
る
こ
と
と
、
鉄
砲
携
行
率
の
高
さ
か
ら
、
困
民
軍
が
初
期
段
階
か
ら
火
器
の
重
要
性
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
鎌
、
鉈
、
鳶
口
、
棒
、
梶
棒
も
他
県
参
加
者
よ
り
多
数
携
行
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
鎌
は
、
江
戸
時
代
に
は
農
民
の
身
分
的
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
た
農
具
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
鳶
口
・
鉈
は
一
摸
の
際
に
は
打
ち
壊
しに使用されていた。この三点を含む農具・野具紬昨）伝統的な百
姓
一
摸
の
携
行
物
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伊
古
田
村
名主で蘭学医でもある伊古田純道が記録北靴武州世直し一櫟の触
書
に
も
、
「
得
物
ハ
鎌
、
鋸
、
斧
等
ノ
農
具
ヲ
持
チ
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
遵
守
さ
れ
て
お
り
、
’
八
年
前
の
武
州
世
直
し
一
侯
に
お
い
て
も
秩
父
事
四
一
一
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各県からの秩父事件参加者携行武器一覧表表 単位:人携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
四
三
*無罪、判決記載なしの者は除いている。
*武器携行者数に幅がある部分は、裁判史料から割り出せる携行者数の最小数と最大数の幅を示し
ている。
*刀類には刀、脇差、長脇差が含まれる。
出典「秩父事件史料集成」－～三巻。
埼玉県 群`馬県
４日以前の者
群馬県
５日以降の者
長野県 合計
刀類 130 ９ 21～2２ 1２ 172～173
小刀 １ １
短刀 ４ ９ 1３
Lｌ 刀 １ １
菊 刀 1 １
Ｉ 類 137 ９ 30～３１ 1２ 188～189
鉄砲 37～4４ １ ５ ５～８ 48～5８
小 銃 ５ １ ６
短銃 ３ 1 ４
木砲 ２ ２
火縄銃 １ １
猟銃 １ ８～1３ ９～1４
拳銃 １ １
火器類 50～5７ １ ６ 15～2３ 72～9０
竹槍 1314～2381 2３ 4５ 45～227 1427～2676
木刀 21～6４ ２ 23～6６
槍 １ ２ ３
手槍 1～1２ ｌ～1２
鎌 19～5８ １ 20～9９ 40～158
鍬 １ １ ２
斧 ３ ３
鋸 ２ ２
鍼 ２～３ ２～３
鉈 ３～1７ １ ４～1８
農具類 23～7６ ２ 28～108 58～186
梶棒 13～187 ０～1３ 13～200
丸棒 ７～1７ ７～1７
竹棒 ３ １ ４
麺棒 １ １
天秤棒 １ 1 ２
力棒 ０～５ ０～５
棒 116～142 ２ 1 53～189 172～334
鍬の柄 １ １
栗の割木 １ １
害|Ｉ木 １ １
竹の木 １ １
竹 １ １
竹杖 １～３ １ １ ３～５
薪 ０～５ ２ ２～７
杖 ２ １ ３
棒類 146～363 ３ ２ 61～215 212～583
烟火筒 １ １
熊手 ０～７ ０～７
鉄杖 ０～1２ ０～1２
鉄策 １ １
鉄棒 １ １
鳶口 ０～2２ ４～1３ ４～3５
徒手・素手 76～246 ６ 21～2９ 103～281
武器の記載オ し ４ 193 197
合，， 3,126名 39名 105名 533名 3803名
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２
群
馬
県
か
ら
の
参
加
者
群
馬
県
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
参
加
に
至
っ
た
経
緯
の
違
い
か
ら
参
加
月
日
・
地
域
が
異
な
る
た
め
、
こ
れ
を
二
つ
に
分
類
す
る
。
ま
ず
第
一
に
事
件
前
よ
り
参
加
の
勧
誘
を
受
け
、
事
件
当
初
よ
り
参
加
し
た
者
た
ち
、
第
二
に
四
日
の
困
民
軍
本
陣
解
体
後
に
困
民
軍
の
一
部
が
長
野
県
へ
転
戦
す
る
途
中
で
、
山
中
谷
と
呼
ば
れ
る
神
流
川
流
域
の
村
々
か
ら
狩
り
出
し
を
受
け
て
参
加
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
方
の
有
罪
参
加
者
の
携
行
武
器
を
み
る
と
、
共
通
し
た
特
徴
が
読
み
と
れ
る
。
ま
ず
刀
類
を
携
行
し
た
者
の
割
合
が
共
に
二
○
％
台
後
半
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
一
％
・
一
｜
・
三
％
と
い
う
埼
玉
、
長
野
両
県
よ
り
も
多
い
点
で
あ
る
。
次
に
農
具
類
、
棒
類
の
数
が
右
の
両
県
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
点
である。
以
上
の
二
点
は
、
呼
び
か
け
ら
れ
て
、
竹
槍
、
刀
、
鉄
砲
以
外
の
携
行
物
を
持
っ
て
参
加
し
た
消
極
的
な
随
行
者
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
下
の
事
情
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
件
当
初
よ
り
参
加
し
た
者
は
、
秩
父
で
の
狩
り
出
し
時
と
は
違
い
、
武
器
を
振
り
か
ざ
し
て
の
狩
り
出
し
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
｜
方
困
民
軍
が
神
流
川
流
域
の
村
々
に
到
達
し
た
頃
に
は
、
困
民
軍
の
人
数
も
減
少
し
て
お
り
、
自
警
団
を
編
成
し
た
村
も
あ
っ
た
。
中
で
も
魚
尾
村
は
二
月
六
日
に
困
民
軍
を
撃
退
し
て
す
ら
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
秩
父
で
の
よ
う
な
狩
り
出
し
件で携行された鎌、鉈、（蟷口、棒が携行され、打ち壊しで使用さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
五
十
九
号
３
長
野
県
か
ら
の
参
加
者
長
野
県
か
ら
の
参
加
者
の
特
徴
は
、
鎌
、
棒
、
鳶
口
が
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
数
を
と
っ
て
も
一
一
○
、
五
三
、
四
と
い
う
数
で
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
埼
玉
県
に
お
い
て
も
、
鎌
一
九
、
棒
三
六
が
最
低
数
存
在
し
、
鳶
口
に
お
い
て
も
、
そ
の
持
ち
出
し
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
群
馬
県
で
は
鎌
一
、
棒
三
と
い
う
少
数
し
か
携
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鳶
口
は
携
行
さ
れ
て
す
ら
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
竹
槍
、
刀
、
鉄
砲
以
外
の
携
行
物
を
持
つ
者
が
多
数
存
在
す
る
と
い
う
埼
玉
県
と
長
野
県
に
は
、
近
似
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
火
器
類
の
割
合
が
、
五
日
以
降
の
群
馬
県
参
加
者
と
同
様
に
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
中
で
、
埼
玉
県
参
加
者
に
は
見
ら
れ
な
い
猟
銃
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
民
た
ち
が
裁
か
れ
た
裁
判
所
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
記
述
の
し
か
た
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
要
因
で
あ
る
》つ。困
民
軍
は
山
中
谷
で
獲
得
で
き
な
か
っ
た
、
鎌
、
棒
、
鳶
口
を
手
に
取
る
参
加
者
を
、
長
野
県
に
入
る
と
獲
得
で
き
た
。
こ
こ
に
「
相
木
村
へ
到
レ
バ
自由ノ党派ガァ刹坊、又人ヲ蟇ル事モ出来候故、其レョリ甲州へ
入リテ何レカスベシ」と語っているように困民軍の再生を考え、
山
中
谷
の
中
、
困
民
軍
を
率
い
て
き
た
菊
池
貫
平
の
願
い
の
第
一
段
階
は
成
功
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
棒
、
農
具
の
鎌
と
い
う
竹
槍
よ
り
武
器
的性格の低い物を手に取る人々が増えたことは、銃の徴発に心を
砕
い
て
は
い
て
も
、
結
局
鎮
台
兵
、
警
官
隊
の
前
に
壊
滅
せ
ざ
る
を
得
な
の
状
況
は
僅
少
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
宿
陣
し
た
神
ヶ
原
村
で
五
日
に
、
楢
原
、
乙
父
両
村
で
七
日
未
明
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
四
四
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４
日
ご
と
の
携
行
武
器
の
数
次
に
別
の
視
点
か
ら
武
器
の
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
。
表
２
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
ご
と
に
携
行
さ
れ
た
武
器
を
ま
と
め
た
表
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
そ
の
特
徴
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
み
た
い
。
最
初
に
参
加
者
数
の
推
移
で
あ
る
が
、
二
日
に
か
け
て
大
幅
に
そ
の
数
を
伸
ば
し
、
三
日
も
微
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
陣
が
崩
壊
す
る
四
日
に
な
る
と
そ
の
数
が
激
減
す
る
。
同
様
の
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
か
ら
の
参
加
者
数
の
動
向
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
か
ら
の
参
加
者
数
は
、
三
一
日
夕
刻
か
ら
一
日
に
か
けての九○二名、｜｜日の一一一七六名、三日の八一一一一一一名であるのに
対
し
、
四
日
か
ら
の
参
加
者
は
一
四
六
名
と
い
う
少
数
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
日
に
な
っ
て
本
陣
が
崩
壊
し
、
大
宮
郷
周
辺
で
自
警
団
が
組
織
さ
れ
る
と
、
困
民
軍
に
よ
る
大
規
模
な
狩
り
出
し
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示している。
こ
の
減
少
傾
向
は
、
転
戦
し
群
馬
県
の
神
流
川
沿
い
を
遡
上
し
て
い
る
間
も
続
く
。
五
日
か
ら
の
参
加
者
が
一
一
三
名
、
六
日
が
四
五
名
、
七
日
が
一
七
名
で
あ
る
。
参
加
者
数
が
増
加
に
転
じ
る
の
は
長
野
県
に
入
る
八
日
以
降
で
あ
り
、
八
日
か
ら
は
一
四
五
名
、
九
日
か
ら
は
三
七
六
名
が
参
加
し
て
い
る。こ
の
参
加
者
数
と
同
じ
動
き
を
示
す
携
行
武
器
が
、
竹
槍
と
棒
で
あ
る
。
こ
の
点
と
、
携
行
者
数
の
第
一
、
二
位
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
竹
槍
だ
け
で
は
な
く
棒
も
秩
父
事
件
の
参
加
者
の
代
表
的
な
携
行
物
で
あ
る
か
つ
犬
原
因
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
と言える。
竹
槍
、
棒
に
つ
い
て
は
、
持
参
者
も
多
い
が
、
困
民
軍
が
配
布
し
て
い
る
場合もある。
貴
船
神
社
の
神
官
で
あ
り
事
件
の
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
田
中
干
弥
は
、
困
民
党
伝
令
使
の
坂
本
宗
作
ら
数
名
が
、
｜
日
に
斎
藤
利
平
方
に
て
、
「
刀
四
振
、
脇
差
六
腰
、
バ
ラ
棒
一
本
、
ヨ
リ
棒
一
本
ヲ
掠
奪
」
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
彼
ら
は
「
今
般
自
由
党
ノ
者
共
、
総
理
板
垣
公
ノ
命
令
ヲ
受
ヶ
天
下
ノ
政
事
ヲ
直
シ
、
人
民
ヲ
自
由
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
、
諸
民
ノ
為
一
一
兵
ヲ
起
ス
、
味
方
追
々
増
加
シ
テ
頗
兵
器
二
乏
シ
、
依
テ
刀
剣
、
槍
、
銃
等
借用センタメ来しり」と武器を借りる理由を語つべ別るが、実際
に
は
「
バ
ラ
棒
」
「
ヨ
リ
棒
」
と
い
う
棒
類
も
略
奪
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
棒
を
も
困
民
軍
幹
部
が
武
器
と
み
な
し
て
強
制
徴
収
し
、
配
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
竹
槍
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
二
日
の
長
留
村
に
お
い
て
の
狩
り
出
し
の
際
に
、
困
民
軍
の
狩
り
出
し
担
当
者
が
竹
槍
を
製
造
し
、
八
○
名
ほ
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
て
困
民
軍
の
駐
留
す
る
大
宮
郷
へ
向
か
わ
せ
て
い
（旧）
る。以
上
の
こ
と
か
ら
、
困
民
党
幹
部
た
ち
も
参
加
者
の
携
行
武
器
と
し
て
竹
槍
、
棒
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
槍
に
の
み
注
目
す
る
と
、
群
馬
県
に
入
る
五
日
か
ら
七
日
に
お
い
て
、
「
竹
槍
又
Ｃ
と
い
う
記
載
の
あ
る
裁
判
言
渡
書
を
持
つ
参
加
者
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
、
長
野
県
に
入
る
八
、
九
日
に
な
る
と
変
化
し
、
ま
た
「
竹
槍
又
△
と
い
う
よ
う
な
記
載
の
あ
る
裁
判
言
渡
書
を
持
つ
参
加
者
が
出
て
く
る
。
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表２日ごとの秩父事件参加者携行武器一覧表 単位:人 法
政
史
学
第
五
十
九
号
－－，－知■皿Ｆ■￣■面一一一一一
＝￣。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
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四
六
*無罪、判決記載なしの者は除いている。
*武器携行者数に幅がある部分は、裁判史料から割り出せる携行者数の最小数と最大数の幅を示し
ている。
*刀類には刀、脇差、長脇差が含まれる。
出典『秩父事件史料集成」－～三巻。
１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日
刀燕 6２ 9４ 105 8６ 4５ 4２ 3７ 2６ 2３
小工 １
短兀 ３ ３ ２ ２ ４ ７ ９ ４ ４
山Ｉ １ １ １
薙７百 １ １ １ １ １ １ １ １
刀剣野 Ｂ、■〃 ８ 9９ 1０９ 9０ 5０ 5０ 4７ 3１ 2８
鉄硫 1６ 28-35 27-38 2３ 1８ 1４ 1３ 1０ 14-17
小針 ４ ４ ５ ４
短銃 ２ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ２
木砲 ２
火縄銃
猟銃 １ ２ ７－１２
拳銃 １ １ １
火器類 2３ 35～4２ 36～4７ 3３ 2１ 1６ 1６ 1５ 35～4２
竹槍 333～
700
928～
1753
865～
1585
321～
454 7１ 7４ 6０ 37～4２ 77～258
木刀
槍
手槍
鎌
鍬
斧
鋸
鉱
鉈
農具類
梶棒
丸棒
竹棒
麺棒
天秤棒
力棒
棒
鍬の柄
栗の割木
割木
竹の木
竹
竹杖
薪
杖
棒類
烟火筒
熊手
鉄杖
鉄策
鉄棒
鳶口
徒手・素手
８～2５
12～2３
１
１
14～2５
８～1３
６～1６
17～303
１
１
27～３１８
０～2２
２～6１
15～5８
１
17～4０
１
２～1６
20～5７
10～114
１
２
1
57～639
１
１
３～５
０～５
２
83～786
０～７
０～1２
０～1２
０～2２
１～4２
10～5３
１
１～1２
15～4２
１
２
18～4５
１～148
１
１
1
63～458
２
１
71～６１３
１
０～2２
66～159
５
１
２～1０
1
１
４～1２
ｌ～2２
47～123
48～1４５
１
48～7６
３
１
１
１
５
６
３
２
２
１
１
１
２
３
６
２
２
１
２
３
１
２
３
１
２
１
２
３
２
８
１
18～2４
20～2６
1７
１
５
19～9８
１
３
２
25～102
０～1３
１
１
０～５
42～174
１
１
１
１
４９～１９９
１
20～2８
武器の記載なし 3４ 5１ 267 6５ 2１ 2０ 1５ 100 116
参力［ 者数 860 2011 2109 713 150 145 131 203 532
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こ
れ
は
、
埼
玉
、
長
野
両
県
の
み
に
複
数
の
武
器
所
持
者
を
ひ
と
く
く
り
に
し
た
裁
判
言
渡
書
を
持
つ
参
加
者
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
両
県
に
お
け
る
大
規
模
な
狩
り
出
し
の
存
在
と
、
群
馬
県
に
お
け
る
狩
り
出
し
に
よ
る
参
加
者
の
少
な
さ
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
数
の
幅
が
参
加
者
総
数
の
幅
よ
り
も
少
な
い
の
は
、
刀
類
、
鉄
砲
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
心
と
な
る
参
加
者
が
持
参
し
て
い
た
も
の
が
刀
類
、
鉄
砲
で
あ
り
、
彼
ら
の
数
の
幅
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
火
器
類
が
九
日
に
増
加
に
転
じ
る
の
に
対
し
て
、
刀
類
は
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
は
携
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
鋸
や
鍼
、
七
日
に
一
本
の
み
が
携
行
さ
れ
て
い
た
斧
が
、
長
野
県
に
入
る
と
数
個
ず
つ
携
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
野
県
に
入
っ
て
、
武
力
闘
争
よ
り
も
打
ち
壊
し
主
体
の
運
動
の
性
格
が
強
く
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
ている。
以
上
、
裁
判
資
料
の
分
析
か
ら
、
秩
父
事
件
で
は
竹
槍
の
み
な
ら
ず
、
刀
剣
類
、
火
器
類
、
農
具
類
、
棒
類
な
ど
の
多
様
な
武
器
が
携
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
狩
り
出
し
に
よ
る
参
加
者
が
多
い
と
い
う
埼
玉
、
長
野
両
県
の
共
通
の
特
徴
が
見
て
取
れ
た
。
ま
た
、
日
ご
と
の
携
行
武
器
の
数
の
動
向
か
ら
は
、
秩
父
に
お
い
て
四
日
に
一
旦
分
裂
、
弱
体
化
し
た
困
民
軍
が
、
長
野
県
で
再
生
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
が
、
刀
類
の
減
少
傾
向
の
持
続
や
そ
れ
ま
で
に
な
い
種
類
の
打
ち
壊
し
道
具
の
出
現
か
ら
、
困
民
軍
が
武
力
闘
争
的
性
質
を
弱
め
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
た
。
５
部
隊
編
成
次
に
こ
れ
ら
の
武
器
は
困
民
軍
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
の
か
を
み
て
い
く
。
ま
ず
初
め
に
、
事
件
中
探
偵
掛
と
し
て
秩
父
地
方
を
探
索
し
た
警
部
の
鎌
田
沖
太
が
、
事
件
後
に
著
し
た
「
秩
父
暴
動
実
記
」
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
鎌
田
は
著
述
の
中
で
、
部
隊
編
成
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
三
日
の
困
民
軍
は
「
織
平
、
管
平
ノ
ー
隊
力
大
宮
郷
出
発
ノ
時
毎
隊
約
千
人
中
二
銃
手
五
十
人
抜
刀
隊
百
人
ヲ
配
布
」
し
た
と
い
い
、
「
皆
野
捕
虜
日
ク
、
’
一
百
ノ
晩
景
皆
野
ノ
総
員
ハ
ニ
千
余
人
ア
リ
タ
レ
ト
モ
猟
銃
隊
ハ
百
人
一
一
満
タ
ス
、
刀
槍隊モ又一一百人一一足ラス」という捕虜の証一一一一口と、「｜｜｜日ノ戦二皆
野ノ銃手五十人ヲ指揮セリ」という困民軍に参伽していた第一五
連隊の予備兵卒大河原三代吉の証一一一一口をあげている。
で
は
事
件
参
加
者
た
ち
は
、
裁
判
の
過
程
の
中
で
ど
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
か
、
三
人
の
訊
問
調
書
か
ら
み
て
み
た
い
。
埼
玉
県
阿
熊
村
と
上
日
野
沢
村
を
所
管
す
る
小
隊
長
の
村
竹
茂
市
は
、
自
分の部隊の編成を「竹槍組ハ四○人、鉄砲四挺、（肝名余ハ抜刀組
一一編入シ’一一列二備エヲナシ」ていたと証一一一一口している。
初
日
か
ら
参
加
し
て
い
る
群
馬
県
下
日
野
村
の
新
井
品
蔵
は
、
二
日
午
後
二
時
頃
、
大
宮
郷
裁
判
所
、
警
察
署
、
郡
役
所
に
討
ち
入
っ
た
際
の
部
隊
の
構成を「第一一一鉄砲隊一一、一一一百人、枚止抜刀隊二百人、第参竹槍
隊五、六百人」であったと証一一一一口している。
総
理
田
代
栄
肋
と
同
様
に
代
言
人
で
あ
り
、
蜂
起
後
も
田
代
の
側
に
あ
っ
た
木
戸
為
三
は
、
最
盛
時
三
千
人
の
中
に
鉄
砲
を
携
え
て
い
た
の
は
何
人
か
と訊問され、「三千人トシテ、鉄砲ヲ携へ居リシモノハ汎山二百
人
位
ニ
シ
テ
、
其
他
ハ
抜
刀
隊
卜
竹
槍
組
二
御
坐
候
」
と
答
え
て
い
る
。
以
上
の
証
言
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
裁
判
資
料
か
ら
割
り
出
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表３
法
政
史
学
第
五
十
九
号
＝
￣＝￣＝
＝＝悪里四
一■、￣
田
し
た
数
よ
り
も
多
く
の
人
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
証
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
がわかる。
これらの中で鎌田の著述、
新井品蔵、木戸為一一一の各証言
に
あ
る
数
は
、
千
人
以
上
の
人
数
を
分
類
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
概
数
を
述べていると考える。一方、
村
竹
茂
市
の
証
言
し
た
数
は
、
自
村
出
身
者
で
構
成
す
る
自
ら
の
小
隊
で
あ
り
、
証
言
さ
れ
た
中
で
は
規
模
が
最
小
で
あ
り
、
容
易
に
数
え
る
こ
と
が
可
能
な
人
数
で
あ
る
。
規
模
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
村
竹
の
証
言
の
数
字
が
最
も
信
頼
性がある。
ま
た
各
証
言
の
人
数
と
、
表
２
の
中
で
参
加
人
数
が
最
大
規
模
と
な
る
三
日
の
人
数
を
比
較
す
る
と
、
鎌
田
の
著
述
に
お
け
る
銃
手
、
抜
刀
隊
の
人
数
は
、
裁
判
資
料
か
ら
数
え
た
人
数
の
そ
れ
ぞ
れ
約三倍、二倍となっている。
また木戸の証一一一一口においても、
鉄砲携行者は一一倍の人数となっている。新井品蔵の証言にいたっ
て
は
、
刀
携
行
者
は
約
四
倍
、
鉄
砲
携
行
者
は
約
一
五
倍
に
も
達
し
て
い
る。以上の各証一一一一口における人数の相違から、以下の事柄が推測でき
る。困
民
軍
の
携
行
武
器
の
数
の
割
合
は
、
｜
日
の
早
い
時
点
で
は
、
村
竹
茂
市の率いた小隊のように、竹槍一に対して刀四分の一、鉄砲一○
分
の
一
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
こ
で
戦
闘
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
点、狩り出しの際に相手を威圧する必要、随行者の逃亡防止等の
点から考えて、刀、鉄砲は必要不可欠であり、各小隊にも村竹の
小隊と同様に配置されていたと考える。村竹の小隊の割合で参加
者
が
最
大
と
な
る
三
日
の
約
一
一
一
○
○
人
だ
と
す
る
と
、
刀
類
は
約
四
○
○
、
鉄
砲
は
約
一
六
○
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
初
日
か
ら
参
加
している新井品蔵、木戸為一一一の証言において刀、鉄砲の数が多く
語られているのは、この比率が念頭にあるからではなかろうか。
し
か
し
、
狩
り
出
し
を
何
度
も
か
け
て
い
く
う
ち
に
参
加
者
が
増
加
し
、
彼
ら
が
携
行
し
た
竹
槍
の
割
合
も
増
加
し
て
、
表
２
の
よ
う
な
数
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
また、「自分ハ竹鎗隊ニテ、鉄砲力先手トナリ前後厳重一一取巻
カレ居候故拠」られなかったという下吉田村の坂本源治郎という
随行者の証一一一一口から、実際に鉄砲が随行者の逃亡防止に重要な役割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
武
器
の
数
で
は
な
く
武
器
の
種
類
に
注
目
し
て
み
た
い
。
証
言
中
の
部
隊
の
編
成
は
、
み
な
「
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
」
と
な
っ
て
お
り
、
表
２
に
四
八
竹槍 刀 鉄砲 総人数 備考
鎌田の著述 1700 200 100 2000 11／３
村竹茂市証言 4０ 1０ ４ 5４ 自らの小隊
新井品蔵証言 500～600 200 200～300 900～1100 ２日の裁判所等討入り時
木戸為三証言 200 3000 最盛時の人数
表２の３日の数 865～1585 105 27～3８ 2109
Hosei University Repository
あ
る
よ
う
な
棒
類
、
農
具
類
、
鳶
口
な
ど
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
」
が
困
民
党
幹
部
達
の
考
え
て
い
た
主
要
な
武
器
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
’
七
二
以
上
と
い
う
棒
の
数
は
、
竹
槍
に
次
ぐ
携
行
数
で
あ
り
、
幹
部
に
よ
る
配
布
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
棒
も
参
加
者
の
主
要
携
行
武
器
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
訊
問
し
た
警
察
が
注
目
し
て
い
れ
ば
、
訊
問
調
書
で
は
「
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
、
棒
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
攻
撃
性
の
低
い
「
棒
」
は
除
か
れ
、
「
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
」
と
い
う
表
現
で
参
加
者
た
ち
に
訊
問
さ
れ
、
調
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
判
決
文
で
は
、
略
奪
が
重
視
さ
れ
、
た
と
え
竹
槍
、
棒
の
み
で
あ
っ
て
も
重
禁
鋼
と
い
う
重
罰
に
処
せ
られた携行者がいる一方、同じ携行武器王叫）鎮台兵と交戦を行っ
て
い
な
が
ら
罰
金
刑
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
者
も
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
裁
判
所
は
交
戦
の
有
無
で
は
な
く
、
略
奪
を
重
視
し
て
お
り
、
後
に
広
ま
る
金
品
の
強
盗
を
行
っ
た
「
暴
徒
」
と
い
う
秩
父
事
件
の
参
加
者
へ
の
捉
え
方
の
下
地
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
警
察
の
訊
問
の
段
階
で
は
、
攻
撃
性
の
高
い
「
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
」
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
秩
父
事
件
を
戦
闘
と
み
な
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
｜
方
、
農
具
類
、
鳶
口
な
ど
は
、
狩
り
出
し
の
際
に
困
民
軍
が
要
求
し
た
携
行
武
器
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
の
意
志
で
携
行
し
た
も
の
で
あ
る
と
考えられる。
困
民
党
幹
部
達
は
、
事
件
参
加
に
際
し
て
彼
ら
の
念
頭
に
あ
っ
た
刀
、
鉄
砲
、
竹
槍
と
い
う
殺
傷
性
の
高
い
武
器
の
携
行
を
命
じ
た
。
こ
こ
に
、
殺
傷
を
厳
し
く
禁
じ
て
い
た
世
直
し
一
摸
と
の
違
い
が
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
民
達
の
中
に
は
そ
れ
以
外
の
も
の
を
持
ち
出
し
た
者
も
い
た
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
ｌ
寄
居
寄
場
騒
動
武
州
世
直
し
一
摸
の
二
年
後
、
慶
応
四
年
二
月
に
、
農
兵
取
立
反
対
を
き
っ
か
け
と
し
て
お
こ
っ
た
の
が
寄
居
寄
場
騒
動
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
は
同
年
一
月
に
岩
鼻
代
官
所
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
農
兵
取
立
て
へ
の
反
発
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
農
民
た
ち
が
組
合
村
役
人
の
不
正
を
追
及
す
る
事
態
に
及
ん
だ
。
騒
動
鎮
静
化
の
た
め
に
岩
鼻
代
官
所
よ
り
川
崎
三
郎
他
二
名
が
派
遣
さ
次
に
、
幕
末
の
世
直
し
一
摸
か
ら
秩
父
事
件
ま
で
の
民
衆
闘
争
に
お
け
る
武
器
の
変
遷
を
、
秩
父
周
辺
地
域
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
武
州
世
直
し
一
侯
で
は
、
武
器
の
携
行
は
禁
止
さ
れ
、
農
具
や
打
ち
壊
し
用
の
得
物
が
携
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
年
代
順
に
寄
居
寄
場
騒
動
、
黒
田
村
旗
本
殺
害
事
件
、
下
吉
田
組
合
の
騒
動
、
小
鹿
野
周
辺
の
騒
動
、
コ
レ
ラ
予
防
反
対
一
摸
を
取
り
上げる。
持
ち
出
し
た
農
具
類
、
鳶
口
は
、
世
直
し
一
摸
に
お
い
て
持
ち
出
さ
れ
た
代
表
的
な
得
物
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
農
民
達
の
中
に
は
世
直
し
一
摸
に
つ
ら
な
る
意
識
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
幹
部
と
参
加
者
の
間
の
武
器
の
認
識
の
違
い
に
、
秩
父
事
件
の
性
質
、
つ
ま
り
一
摸
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
性
質
と
、
権
力
に
対
す
る
攻
撃
性
の
強
い
近
世
に
は
な
い
性
質
が
混
在
す
る
と
い
う
、
複
合
的
性
質
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
警
察
が
権
力
と
の
対
決
的
性
質
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
、
訊
問
調
書
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
武
州
一
侯
か
ら
の
武
器
の
使
わ
れ
方
四九
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れ
た
が
、
逆
に
農
民
に
追
わ
れ
、
川
崎
は
正
龍
寺
に
逃
げ
込
み
、
そ
れ
を
農
民
た
ち
は
「
三
拾
七
ヶ
村
一
同
鉄
砲
・
竹
鑓
・
木
太
刀
其
外
得
物
ヲ
携
追
掛
」
て
い
き
、
寺
を
取
り
巻
い
て
、
川
崎
を
捕
虜
に
し
た
。
ま
た
、
組
合
村
大
総
代
今
井
九
兵
衛
が
逃
亡
し
た
た
め
、
そ
の
弟
を
「
表
庭へ引倒し打榔いたし候（似、余り大勢故槍を返ス透間無ク鑓之
鐺――て突手疵負せ」てもいる。
こ
の
後
、
組
合
村
役
人
に
つ
い
て
は
、
組
合
村
役
人
に
よ
る
組
合
村
人
用
の
不
正
を
認
め
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
「
凡
見
積
り
金
三
百
両
」
を
返
す
こ
と
、
今
井
九
兵
衛
を
「
剃
髪
い
た
し
役
義
永
代
退
役
」
に
し
て
今
後
「
組
合
村
三
拾
七
ヶ
村
立
人
」
を
禁
ず
る
こ
と
、
「
其
外
寄
場
役
人
一
同
退
任
」
す
る
こ
と
、
と
い
う
詫
書
を
書
か
せ
て
事
態
は
収
拾
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
へ
鎮
圧
の
た
め
に
岩
鼻
代
官
所
よ
り
歩
兵
隊
が
到
着
す
る
。
こ
の
歩
兵
隊
は
「
重
役
数
拾
人
甲
冑
ヲ
着
し
、
其
外
上
州
辺
井
本
庄
・
深
谷
・
熊
ヶ
谷
辺
之
道
案
内
其
外
剣
術
遣
ひ
、
或
は
名
前
も
無
之
無
宿
同
躰
之
者
へ
鑓
、
鉄
砲
其
外
得
物
等
を
為
持
、
四
、
五
百
人
計
り
尤
此
辺
之
無
宿
同
躰
之
者
も
人
交」っているというものであった。しかし歩兵隊は、砿ヤに詫書
が
出
さ
れ
て
騒
動
は
収
拾
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
空
敷
帰
陣
」
し
た
。
こ
の
騒
動
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
携
行
武
器
は
、
農
民
側
の
鉄
砲
、
竹
槍
、
木
太
刀
、
鑓
、
歩
兵
隊
側
の
槍
、
鉄
砲
、
刀
で
あ
る
。
農
民
・
岩
鼻
歩
兵
の
衝
突
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
詫
書
が
出
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
双
方
の
携
行
武
器
に
含
ま
れ
る
鉄
砲
は
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
、
武
州
世
直
し
一
摸
鎮
圧
の
際
に
鉄
砲
を
使
用
し
て
い
る
封
建
権
力
側
は
、
こ
こ
で
も
使
用
す
る
目
的
で
鉄
砲
を
持
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
無
宿
人
以
外
に
剣
術
遣
い
を
も
同
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
携
行
武
器
が
示
法
政
史
学
第
五
十
九
号
３
下
吉
田
組
合
の
騒
動
慶
応
四
年
二
月
か
ら
、
秩
父
郡
下
吉
田
組
合
で
も
騒
動
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
騒
動
は
組
合
村
大
惣
代
徳
兵
衛
の
不
正
追
及
に
端
を
発
し
た
が
、
徳
兵
衛
が
不
正
追
及
に
居
直
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
こ
の
時
に
、
「
当
月
三
十
日
夜
明
の
か
称
を
あ
い
づ
一
一
徳
兵
衛
た
く
へ
、
う
ち
込
趣
に
さ
だ
ま
り
、
そ
れに付御荊勒鉄砲持主、王薬之義じさん致し、下吉田村源八郎門
一
一
而
出
合
た
く
」
と
い
う
廻
文
が
農
民
達
に
回
っ
て
い
る
。
ま
た
不
正
追
及
と
同
時
期
に
お
こ
っ
た
、
融
通
金
借
用
の
要
求
を
掲
げ
て
の
質
屋
、
物
持
ち
への強談では、「当月計凱日夜合づ、鉄砲、竹ほら吹立候ハハ
村
々
｜
人
も
不
残
罷
出
可
者
也
。
」
と
い
う
廻
文
が
出
て
い
る
。
２
黒
田
村
旗
本
殺
害
事
件
この事件の概要は以下の通りである。慶応四年三月一一七日に、
世
情
不
安
の
中
、
少
し
で
も
収
入
の
確
保
を
と
考
え
、
御
用
金
徴
収
の
た
め
に
自
ら
黒
田
村
に
来
た
旗
本
神
谷
勝
十
郎
が
、
彼
を
追
い
返
そ
う
と
し
た
農
民
に
立
腹
し
刀
で
切
り
か
け
た
。
そ
こ
で
農
民
達
は
、
「
竹
鑓
亦
は
鳶
口
、
六尺棒等与馴勝十郎様ヲ半殺一一いたし、首を縄――て縛り地先川原
へ
引
参
り
焼
殺
」
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
竹
槍
、
鳶
口
、
棒
の
携
行
が
確
認
で
き
る
。
威
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
農
民
側
に
お
い
て
も
、
農
具
類
で
は
な
く
、
鉄
砲
、
竹
槍
、
木
太
刀
と
い
っ
た
武
器
が
携
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
一
侯
と
は
大
き
く
異
な
り
、
明
確
に
封
建
権
力
と
敵
対
す
る
姿
勢
を
民
衆
が
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
五
○
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５
コ
レ
ラ
予
防
反
対
一
侯
明
治
一
○
年
に
は
埼
玉
県
東
部
の
、
中
尾
村
と
東
本
郷
村
、
赤
山
村
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
、
川
口
市
）
周
辺
で
は
、
県
当
局
の
コ
レ
ラ
罹
病
者
隔
離
ま
た
、
同
時
期
に
吉
田
の
隣
町
で
も
あ
る
小
鹿
野
で
も
、
融
通
金
借
用
、
施金を要求する騒動が起こり、’’一月一一一一日に小鹿野で、｜九日に
薄村上郷で、一一○日には小森村で、二一一一、’’九日に薄村でそれぞ
れ
融
通
、
施
金
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
携
行
武
器
が
判
明
す
る
の
は一一三日の騒動であり、「廿一一一訳薬師堂組騒立大平戸是二向テ
竹
槍
、
鉄
砲
掛
合
扱
ニ
テ
ス
ミ
右
融
通
。
」
と
い
う
事
態
が
お
こ
っ
た
。
こ
こ
で
携
行
が
確
認
で
き
る
の
は
竹
槍
・
鉄
砲
で
あ
り
、
農
民
た
ち
は
、
農
具
で
は
な
く
武
器
を
携
え
掛
け
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。
融
通
金
借
用
交
渉
に
お
い
て
は
、
鉄
砲
が
竹
法
螺
と
併
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
鉄
砲
は
一
摸
の
伝
統
的
な
鳴
り
物
と
し
て
の
側
面
が
強
い
。
し
か
し
徳
兵
衛
宅
打
ち
込
み
に
お
い
て
は
異
な
る
状
況
で
あ
っ
た
。
徳
兵
衛
ら
村
の
重
立
ち
の
者
は
、
岩
鼻
農
兵
取
立
て
失
敗
後
か
ら
、
村
方
騒
動
防
止
の
た
め「見廻りと名附、（鋼武家様方同様之身風俗仕押歩行、農人或ハ
往
来
之
人
馬
を
悉
威
詞
り
」
と
い
っ
た
よ
う
に
武
装
し
威
圧
行
為
を
行
っ
て
い
た
。
鉄
砲
持
参
催
促
の
文
句
が
、
こ
う
し
た
徳
兵
衛
宅
へ
の
打
ち
込
み
を
促
す
廻
文
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
砲
を
単
な
る
鳴
り
物
に
限
定
し
た
も
の
か
疑
問
が
生
じ
る
。
威
嚇
も
し
く
は
相
手
に
向
け
て
の
発
砲
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
４
小
鹿
野
周
辺
の
騒
動
６
鉄
砲
に
つ
い
て
携行が確認できるのは寄居寄場騒動、下吉田組合の騒動、小鹿
野
周
辺
の
騒
動
の
み
で
あ
り
、
黒
田
村
旗
本
殺
害
事
件
、
コ
レ
ラ
予
防
反
対
一摸ではその携行は確認できない。下吉田組合の騒動における融
通
金
借
用
の
強
談
で
は
、
竹
法
螺
と
併
記
さ
れ
て
お
り
鳴
り
物
と
し
て
の
性
質
が
強
い
が
、
他
は
鳴
り
物
に
限
定
し
た
携
行
と
は
み
な
せ
な
い
。
ま
た
、
寄
居
寄
場
騒
動
に
お
い
て
は
出
動
し
た
岩
鼻
歩
兵
も
鉄
砲
を
携
行
し
て
い
た
事実を確認した。
年
代
的
に
見
る
と
鉄
砲
携
行
は
慶
応
四
年
一
一
月
か
ら
三
月
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
闘
争
対
象
は
組
合
役
人
、
村
役
人
、
質
屋
、
物
持
ち
で
あ
る
が
、
寄
居
寄
場
騒
動
で
み
た
よ
う
に
、
そ
の
背
後
に
封
建
権
力
が
存
在
す
る
と
封
建
権
力
も
対
象
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
は
当
時
の
政
治
情
勢
も
影
響
を
の
た
め
の
避
病
院
の
廃
止
な
ど
を
要
求
し
て
民
衆
が
蜂
起
し
た
。
こ
こ
で
は
、
民
衆
は
手
に
鳶
口
、
竹
槍
、
手
槍
を
持
ち
、
二
等
巡
査
田
代
常
太
郎
外
一
人
と
恩
ふ
者
二
名
に
出
逢
た
る
故
、
鎗
を
ひ
ら
め
か
し
取
囲
め
と
自
分
の
指
揮
に
応
じ
、
多
人
数
に
て
取
囲
み
鎗
、
竹
槍
、
万
能
等
の
得
物
を
差
し
向
け
」
た
と
い
う
、
「
鳶
口
」
を
携
え
た
頭
取
の
一
人
長
鴫
岩
松
の
証
言
の
よ
う
な
事
態
も
起
こ
っ
た
。
こ
こ
で
は
巡
査
と
み
ら
れ
た
人
物
は
人
違
い
で
あったが、他所においては「州蝿を携え巡査を殴打、終に土蔵へ
押
入
れ
」
る
と
い
う
事
態
に
も
な
っ
た
。
こ
の
一
摸
で
史
料
か
ら
確
認
で
き
る携行武器は、鎗、竹槍、万能、鳶口である。
次
に
、
以
上
の
民
衆
闘
争
に
お
い
て
携
行
さ
れ
た
鉄
砲
、
竹
槍
、
農
具
類
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
き
た
い
。
五
一
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与
え
て
い
る
。
同
年
二
月
一
一
一
日
に
は
徳
川
慶
喜
が
寛
永
寺
に
入
り
恭
順
の
意
を
示
す
一
方
、
三
月
八
日
に
は
新
政
府
の
東
山
道
軍
が
高
崎
に
到
着
し
、
一
○
日
に
は
岩
鼻
代
官
所
官
吏
が
逃
走
し
、
代
官
所
が
東
山
道
軍
に
接
収
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
が
徳
川
幕
府
か
ら
新
政
府
へ
の
権
力
交
代
期
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
年
前
ま
で
槍
刀
す
ら
禁
止
し
て
き
た
民
衆
が
、
鳴
り
物
以
外
を
目
的
と
し
た
鉄
砲
の
携
行
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
こ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
百
姓
一
摸
に
お
け
る
鉄
砲
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
は
、
合
図
用
の
鳴
り
物
と
し
て
は
あ
っ
た
が
、
武
器
と
し
て
は
農
民
、
領
主
双
方
に
不
使
用
の
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
藤
優
一
郎
氏
は
、
慶
応
二
年
の
武
州
世
直
し
一
摸
の
際
に
は
、
｜
撲
勢
が
非
武
装
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藩
、
幕
府
共
に
鉄
砲
ま
で
も
使
用
し
て
殺
傷
し
て
お
り
、
対
す
る
一
撲
勢も防戦のために鉄砲を使用するという事態がわずか宅批るが出
現
し
た
と
し
て
、
こ
の
原
則
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
武
州
世
直
し
一
侯
に
お
い
て
は
一
侯
勢
が
厳
格
な
武
器
不
使
用
原
則
を
貫
い
て
い
な
が
ら
、
封
建
権
力
側
か
ら
鉄
砲
を
含
む
武
器
を
も
っ
て
攻
撃
さ
れ
、
鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
同
年
の
各
地
域
に
お
け
る
闘
争
に
お
い
て
、
民
衆
が
鉄
砲
を
は
じ
め
と
す
る
武
器
を
持
ち
だ
し
た
要
因
で
あ
る
と
考
える。
７
竹
槍
に
つ
い
て
次
に
、
こ
の
期
間
の
騒
動
す
べ
て
に
お
い
て
携
行
が
確
認
さ
れ
る
竹
槍
に
注
目
し
て
み
た
い
。
法
政
史
学
第
五
十
九
号
保
坂
智
氏
は
、
江
戸
時
代
お
よ
び
明
治
初
年
の
竹
槍
を
分
析
し
、
第
一
に
江
戸
時
代
の
竹
槍
は
、
「
竹
鑓
、
鍬
、
鋤
等
を
持
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
竹
槍
は
多
く
の
得
物
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
防
御
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
竹
槍
を
積
極
的
な
武
器
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
｜
方
、
明
治
初
年
の
一
侯
と
な
る
と
、
「
竹
槍
が
一摸の基本的な得物とな」り、（業器Ⅱ凶器」として竹槍が持ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
武
州
世
直
し
一
摸
以
降
の
民
衆
闘
争
を
み
て
み
る
と
、
慶
応
二
年
の
武
州
世
直
し
一
侯
に
お
い
て
は
「
得
物
ハ
鎌
、
鋸
、
斧
等
ノ
農
具
ヲ
持
チ
、
槍
刀
一
切
無
用
タ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
言
い
継
ぎ
が
さ
れ
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
遵
守
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
民
衆
闘
争
で
は
、
全
て
の
闘
争
で
竹
槍
が
携
行
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
は
慶
応
四
年
か
ら
明
治
一
○
年
と
い
う
幅
が
あ
る
が
、
保
坂
氏
が
説
く
「
明
治
初
年
の
一
摸
」
に
お
け
る
竹
槍
と
同
様
に
、
武
器
と
し
て
の
性
格
が
こ
こ
で
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
８
そ
の
他
の
携
行
武
器
最
後
に
鉄
砲
・
竹
槍
以
外
の
携
行
物
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
寄
居
寄
場
騒
動
で
は
木
太
刀
、
鑓
、
黒
田
村
旗
本
殺
害
事
件
で
は
薦
口
、
棒
、
コ
レ
ラ
予
防
反
対
一
侯
で
は
鳶
口
、
鎗
、
万
能
の
携
行
が
確
認
で
き
た
。
木
太
刀
、
鎗
（
鑓
）
に
つ
い
て
は
、
武
器
と
み
な
せ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
江
戸
時
代
の
一
侯
に
よ
く
見
ら
れ
る
伝
統
的
な
農
具
又
は
打
ち
壊
し
用
道
具
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
使
用
状
況
に
注
目
す
る
と
、
黒
田
村
で
は
旗
本
殺
害
の目的で携行し、対コレラ予紡叛対一摸の万能は、「万能を以て
四
等
巡
査
牧
殿
の
脊
及
び
面
部
を
打
殴
」
る
と
い
う
よ
う
に
百
姓
一
摸
に
は
五
一
一
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秩
父
事
件
で
は
、
史
料
が
多
数
現
存
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
携
行
武
器
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
一
番
多
い
竹
槍
は
、
武
器
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
明
治
初
期
の
代
表
的
な
得
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
秩
父
事
件
に
お
い
て
も
、
高
利
貸
業
者
へ
の
強
談
、
打
ち
壊
し
の
み
な
ら
ず
、
明
治
初
期
の
一
摸
と
同
様
に
公
権
力
と
の
対
決
を
も
辞
さ
な
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
竹
槍
の
大
量
携
行
か
ら
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
武
器
で
あ
る
刀
剣
類
の
大
量
携
行
か
ら
も
、
対
決
姿
勢
を
見
て
と
れる。しか
し
、
鎌
な
ど
の
農
具
類
や
鳶
口
な
ど
も
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
困
民
軍
幹
部
達
は
、
警
官
隊
、
軍
と
の
交
戦
に
耐
え
得
る
、
よ
り
攻
撃
性
の
強
い
刀
、
竹
槍
な
ど
を
配
布
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
具
類
、
鳶
口
の
携
行
が
数
日
間
継
続
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
伝
統
的
な
一
摸
の
意
識
が
参
加
者
の
中
に
、
形
式
的
と
は
い
え
依
然
と
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鉄
砲
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鳴
り
物
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
一
摸
の
際
に
使
用
さ
れ
、
秩
父
に
お
い
て
も
、
下
吉
田
組
合
の
騒
動
で
、
竹
法
螺
と
共
に
鳴
り
物
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
秩
父
事
件
で
の
使
用
状
況
を
み
る
と
、
三
日
に
親
鼻
の
渡
し
で
警
な
か
っ
た
対
人
攻
撃
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
武
州
世
直
し
一
模
の
際
に
携
行
さ
れ
た
農
具
類
、
打
ち
壊
し
道
具
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
百
姓
一摸が持つ非殺傷の思想が内在していると一一一一口えるが、それ以降の
闘
争
の
武
器
使
用
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
非
殺
傷
の
思
想
が
希
薄
化
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
消
滅
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
三
秩
父
事
件
の
携
行
武
器
の
特
徴
官
隊
、
憲
兵
隊
と
、
四
日
に
金
屋
で
鎮
台
兵
と
そ
れ
ぞ
れ
戦
闘
し
、
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
秩
父
事
件
は
、
大
量
の
鉄
砲
を
使
っ
た
民
衆
と
公
権
力
の
希
有
の
戦
闘
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
次
に
、
鉄
砲
を
戦
闘
で
使
っ
た
者
の
証
言
か
ら
、
彼
ら
の
心
性
を
探
っ
て
み
た
い
。
幹
部
で
あ
っ
た
島
崎
嘉
四
郎
の
弟
の
弥
十
郎
は
、
二
月
四
日
に
秩
父
郡
石
間
村
横
道
に
お
い
て
群
馬
県
警
官
隊
を
襲
撃
し
た
際
に
柱
野
警
部
補に向け工畷殉しているが、尋問の中で「殺ス積リテ打ツタ」と
証一一一一口している。これは事件後の厳しい訊問の中での証一一一一口である
が
、
被
弾
し
た
警
部
補
は
、
そ
の
後
、
弥
十
郎
の
刀
を
受
け
取
っ
た
者
に
よ
り
首
を
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
証
言
通
り
最
初
か
ら
殺
す
つ
も
り
で
撃
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
秩
父
事
件
で
は
各
所
で
鉄
砲
を
使
用
し
た
戦
闘
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
挑
ん
で
い
た
鉄
砲
携
行
者
が
多
数
存
在
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
民
衆
闘
争
の
中
で
の
鉄
砲
使
用
と
違
う
点
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
運
用
面
に
お
け
る
組
織
性
の
高
さ
で
あ
る
と
私
は
考
える。まず
、
火
縄
に
つ
い
て
は
、
｜
日
の
夜
か
ら
三
日
の
晩
ま
で
、
副
総
理
の
加
藤
織
平
は
石
間
村
近
辺
の
火
縄
製
造
経
験
者
に
指
示
し
て
火
縄
を
専
門
に
製造させてト郷・弾丸については、二日に大宮郷で、原料となる
鉛
が
一
一
軒
よ
り
合
計
六
貫
目
調
達
さ
れ
て
お
り
、
弾
丸
を
大
量
製
造
し
て
い
たことがうかがわ〃認・さらに、出先で漁師が所持する投網の鉛
から弾を製造するということも行われて爬劉・火薬は大宮郷に
入
っ
た
後
、
蒔
田
村
の
逸
見
福
二
郎
と
白
久
村
の
坂
本
伊
三
郎
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
総
理
の
田
代
栄
助
よ
り
金
八
円
、
’
五
円
を
渡
さ
れ
、
十
数
人
、
数
十
五
＝￣
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人
を
引
き
連
れ
て
、
逸
見
は
五
貢
五
百
匁
、
坂
本
は
一
五
円
分
の
火
薬
を
購
入し脳。またこ机晩の弾薬を運搬していた者が裁判資料から判明
す
る
だ
け
で
七
名
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
鉄
砲
が
江
戸
時
代
の
百
姓
一
侯
で
の
よ
う
な
鳴
り
物
と
し
て
で
な
く
、
武
器
と
し
て
組
織
的
に
準
備
・
使
用
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
できる。
ま
た
高
利
貸
へ
の
談
判
、
警
察
へ
の
説
諭
願
が
不
調
に
終
わ
り
、
慶
応
四
年
の
諸
闘
争
と
同
様
に
、
武
装
闘
争
に
し
か
活
路
が
見
出
せ
な
い
困
民
党
は
、
政
府
に
よ
る
武
力
弾
圧
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鉄
砲
の
大
量
動
員
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
当
初
の
攻
撃
対
象が高利貸しであったにもかかわら苅阯事件以前に刀、鉄砲と
い
っ
た
武
器
を
強
盗
し
て
ま
で
準
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
実
か
ら
、
高
利
貸
し
を
法
的
に
擁
護
し
て
い
る
官
憲
と
の
衝
突
を
も
計
画
段
階
か
ら想定していたと考えられる。
ま
た
秩
父
事
件
と
そ
れ
以
前
の
民
衆
闘
争
の
相
違
点
と
し
て
、
刀
、
鉄
砲
が
竹
槍
と
あ
わ
せ
て
各
部
隊
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
こ
そ
秩
父
事
件
の
発
展
性
を
示
す
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
秩
父
事
件
で
は
竹
槍
、
棒
、
刀
、
鉄
砲
と
い
う
狩
り
出
し
の
際
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
武
器
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
農
具
な
ど
の
得
物
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
火
縄
が
専
門
者
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
り
、
竹
槍
、
刀
、
鉄
砲
が
各
小
隊
内
、
さ
ら
に
は
甲
、
乙
、
丙
の
各
大
隊
に
配
置
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
秩
父
事
件
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
殺
傷
目
的
の
武
器
携
行
に
お
い
て
計
画
性
、
組
織
性
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
期
待
感
の
裏
切
り
、
恐
怖
感
か
ら
、
明
治
政
府
の
施
策
法
政
史
学
第
五
十
九
号
以
上
、
秩
父
事
件
に
お
け
る
携
行
武
器
の
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
秩
父
事
件
で
は
竹
槍
、
刀
、
鉄
砲
の
み
な
ら
ず
、
棒
類
や
、
打
ち
壊
し
に
使
用
す
る
鳶
口
、
百
姓
一
侯
で
使
用
さ
れ
て
い
た
百
姓
身
分
を
示
す
農
具
類
、
と
い
う
多
種
類
の
携
行
武
器
が
あ
っ
た
。
武
州
世
直
し
一
侯
か
ら
秩
父
事
件
ま
で
の
武
器
で
は
、
明
治
初
年
の
一
摸
で
殺
傷
性
の
高
い
竹
槍
が
中
心
に
な
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
秩
父
事
件
に
お
い
て
も
こ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
秩
父
事
件
が
そ
れ
以
前
の
一
摸
、
民
衆
闘
争
と
異
な
る
点
は
、
各
部
隊
へ
の
竹
槍
、
刀
、
鉄
砲
の
配
置
、
事
前
の
強
盗
に
よ
る
武
器
調
達
、
火
縄
製
造
の
専
門
者
や
弾
薬
運
搬
係
の
存
在
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
一
侯
、
民
衆
闘
争
よ
り
計
画
性
、
組
織
性
に
お
い
て
秀
で
て
い
た
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
秩
父
事
件
は
民
衆
と
明
治
政
府
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ま
で
の
闘
争
よ
り
も
権
力
と
徹
底
的
に
戦
う
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
困
民
党
独
自
に
事
件
後
の
展
望
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
稿
で
は
埼
玉
県
の
、
特
に
秩
父
近
辺
の
一
櫟
、
民
衆
闘
争
の
み
を
取
り
扱
っ
て
き
た
。
他
の
地
域
、
特
に
群
馬
、
長
野
両
県
で
の
民
衆
の
動
き
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
事
件
参
加
者
の
証
言
か
ら
の
分
析
を
主
と
せ
ず
、
携
行
武
器
か
ら
の
分
析
を
主
と
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
参
加
者
の
証
言
と
合
わ
せ
て
に
反
対
す
る
と
い
う
コ
レ
ラ
予
防
反
対
一
摸
な
ど
の
新
政
反
対
一
摸
と
は
違
い
、
秩
父
事
件
に
は
明
確
に
明
治
政
府
の
警
察
、
軍
と
敵
対
し
、
勝
利
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
見
出
せ
る
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
五四
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分
析
す
る
と
い
う
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註（
１
）
近
世
村
落
史
研
究
会
編
『
武
州
世
直
し
一
摸
史
料
』
（
慶
友
社
、
一
九
七
一
年
）
第
一
巻
、
’
六
二
頁
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
史
料
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
旧
漢
字
を
現
在
の
漢
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
、
異
体
字
は
正
字
に
改
め
た
。
（
２
）
同
右
、
’
七
三
頁
。
（
３
）
齋
藤
洋
一
「
世
直
し
一
侯
の
考
察
ｌ
｜
撲
勢
の
武
器
使
用
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
恂
沫
集
」
｜
、
同
集
発
行
世
話
人
、
’
九
七
七
年
所
収
）
、
同
「
武
州
世
直
し
一
摸
の
い
で
た
ち
と
得
物
」
（
学
習
院
大
学
史
料
館
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
号
、
’
九
八
三
年
所
収）を参照。
（
４
）
井
上
幸
治
・
色
川
大
吉
・
山
田
昭
次
編
「
秩
父
事
件
史
料
集
成
』
（
二
玄
社
、
’
九
八
四
年
）
第
六
巻
、
八
五
頁
。
以
下
、
出
典
と
し
て
同
書
を
記
す
場
合
に
は
、
巻
数
と
頁
数
の
み
を
記
し
、
例
え
ば
、
第
六
巻
の
八
五
頁
の
場
合
に
は
、
六
’
八
五
と
略
記
す
る
こ
と
と
す
る。
（５）勝俣鎮男『｜摸』（岩波書店、’九八二年）、薮田貫「百
姓
一
侯
と
『
得
物
上
「
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
’
四
、
’
九
八
七
年
所
収
）
、
保
坂
智
「
竹
槍
と
籏
に
つ
い
て
‐
上
局
崎
五
万
国
騒
動
を
中
心
に
ｌ
」
（
落
合
延
孝
編
「
維
新
変
革
と
民
衆
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年
所
収
）
、
内
田
満
「
旗
本
神
谷
勝
十
郎
殺
害
一
侯
Ｉ
得
物
か
ら
竹
槍
へ
ｌ
」
（
『
埼
玉
県
立
桶
川
高
校
研
究
紀
要
』
四
、
’
九
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
八九年所収）。
（
６
）
松
田
之
利
「
維
新
反
対
一
摸
」
（
己
撲
２
｜
侯
の
歴
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
八
一
年
所
収
）
三
四
六
頁
。
（
７
）
高
島
千
代
氏
は
武
器
の
使
用
対
象
の
分
析
の
中
で
、
「
武
器
の
携
行
が
「
債
主
承
諾
セ
サ
ル
ト
キ
ノ
威
」
「
官
ヨ
リ
手
配
モ
ァ
ラ
ハ
竹
槍
ヲ
以
テ
手
向
ス
ル
」
等
の
た
め
と
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
が
武
器
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
示
談
に
応
じ
な
い
債
主
と
蜂
起
行
動
を
妨
げ
る
「
官
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
」
（「秩父事件における農民の秩序意識・権力観」「秩父事件
研
究
顕
彰
」
秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会
、
’
九
九
九
年
、
六
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
稲
田
雅
洋
氏
は
「
国
家
権
力
と
の
闘
い
と
な
っ
た
が
故
」
に
鉄
砲
・
刀
・
槍
が
使
用
さ
れ
た
と
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
武
器
そ
の
も
の
の
分
析
を
伴
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
証
言
か
ら
考
察
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
『
近
代
社
会
成
立
期
の
民
衆
運
動
ｌ
困
民
党
研
究
序
説
ｌ
』
筑
摩
書
房
、
’
九
九
○
年
、
二
二六頁）。
（
８
）
註
（
５
）
薮
田
論
文
、
参
照
。
（
９
）
註
（
１
）
に
同
じ
、
’
七
三
頁
。
（、）註（３）に同じ。
（Ⅱ）三’’一一一一九。
（皿）六’八五。
（田）一’七○五。
（ｕ）六’四九。
（
蛆
）
二
’
五
○
四
。
五
五
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（蛆）三’六一一一。
（Ⅳ）’’’三四五。
（旧）’’’三六○。
（
四
）
重
禁
鋼
の
判
決
を
受
け
た
埼
玉
県
参
加
者
の
二
一
名
中
、
竹
槍
の
み
を
携
行
し
て
い
た
幹
部
以
外
の
者
は
以
下
の
六
名
で
あ
る
。
根
岸
彦
三
郎
（
三
沢
村
、
衣
類
略
奪
し
六
ヶ
月
）
、
内
田
鹿
蔵
（
寺
尾
村
、
羽
織
一
枚
を
略
奪
し
八
ヶ
月
）
、
新
井
清
作
（
上
吉
田
村
、
衣
類
略
奪
し
三
ヶ
月
）
、
清
水
与
助
（
石
間
村
、
一
○
円
窃
盗
で
八
ヶ
月
）
、
小
林
小
平
（
上
日
野
沢
村
、
一
一
五
銭
窃
盗
で
六
ヶ
月
）
、
山
崎
幸
三
郎
（
塚
崎
村
、
綿
人
三
、
半
纏
一
、
帯
一
を
略
奪
し
六
ヶ
月
）
。
ま
た
長
野
県
に
お
い
て
は
、
棒
の
み
の
携
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
打
ち
壊
し
、
略
奪
を
行
っ
た
た
め
重
禁
鋼
に
処
せ
ら
れ
た
大
日
向
村
の
六
名
（
市
川
清
作
、
大
塚
徳
松
、
大
塚
与
平
、
平
岡
子
之
作
、
武
者
九
内
、
由
井
万
之
助
）
が
い
る
。
鎮
台
兵
と
の
交
戦
を
行
い
な
が
ら
罰
金
刑
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
長
野
県
北
相
木
村
の
以
下
の
一
四
名
の
者
が
い
る
（
井
出
馬
平
、
井
出
勘
四
郎
、
井
出
末
吉
、
井
出
竹
治
郎
、
井
出
伴
蔵
、
菊
池
繁
蔵
、
菊
池
小
市
、
坂
本
浦
治
郎
、
坂
本
京
弥
、
高
見
沢
玉
吉
、
新
津
浜
吉
、
山
口
岸
太
郎
、
山
口
筆
五
郎
、
山
下
丑
太
郎
）
。
ま
た
、
鎮
台
兵
と
の
激
戦
の
あ
っ
た
金
屋
で
の
戦
闘
へ
の
参
加
者
で
も
、
一
六
名
の
罰
金
刑
者
が
い
る
（
鈴
木
綱
五
郎
・
三
沢
村
、
金
子
多
四
郎
・
皆
野
村
、
新
井
小
四
郎
・
金
尾
村
、
花
輪
辰
五
郎
・
同
上
、
吉
田
元
次
郎
・
伊
豆
沢
村
、
黒
田
富
五
郎
・
河
原
沢
村
、
柳
原
喜
平
次
・
日
尾
村
、
高
野
作
太
郎
・
下
吉
田
村
、
横
田
多
四
郎
・
金
崎
村
、
新
井
忠
平
・
下
日
野
沢
村
、
野
口
松
五
郎
・
本
法
政
史
学
第
五
十
九
号
五六
野
上
村
、
笠
原
今
朝
吉
・
藤
谷
淵
村
、
小
宮
山
国
吉
・
同
上
、
村
田
卯太郎・同上、柳亀蔵・同上、杉田藤三郎・甘粕村）。
（
別
）
「
武
州
寄
居
大
騒
動
日
記
」
（
『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
二
、
埼
玉
県
、
’
九
八
一
年
所
収
）
八
四
六
、
八
四
七
頁
。
（Ⅲ）同右。
（
犯
）
「
明
治
二
年
九
月
岩
鼻
県
大
谷
村
一
件
始
末
書
」
、
註
（
別
）
に
同じ、九五八頁。
（
閉
）
吉
田
町
教
育
委
員
会
編
「
吉
田
町
史
史
料
篇
』
（
一
九
七
六
年
）
第
一
輯
、
二
八
七
頁
。
（
別
）
同
右
、
二
九
二
頁
。
（
妬
）
同
右
、
二
八
五
頁
。
（
川
）
「
木
公
堂
日
記
」
（
両
神
村
図
書
館
所
蔵
）
。
同
史
料
は
、
秩
父
郡
薄
村
（
現
、
両
神
村
）
の
農
民
、
柴
崎
谷
蔵
が
慶
応
三
年
か
ら
明
治
三
四
年
ま
で
書
き
綴
っ
た
日
記
で
あ
る
。
両
神
村
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
〃
）
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
「
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
」
（
勁
草
書
一
房
、
一
九
五
三
年
）
四
一
頁
。
な
お
、
史
料
中
に
み
え
る
万
能
と
は、除草用の鍬の名称である（『世界大百科事典』平凡社、
’九八八年、第二七巻、一一七一一頁）。
（
羽
）
安
藤
優
一
郎
「
百
姓
一
摸
に
お
け
る
鉄
砲
相
互
不
使
用
原
則
の
崩
壊
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
三
号
、
’
九
九
八
年
八
月
号
所
収
）
参
召も８Ｊ
（
別
）
註
（
５
）
保
坂
論
文
、
七
五
～
七
六
頁
。
（
洲
）
註
（
訂
）
に
同
じ
、
三
七
頁
。
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（Ⅲ）’’七九五。
（犯）’’’二一一一。
（羽）四’五八九。
（弧）’’’三四五。
（兜）’’四一八、’’四二六。
（
洲
）
幹
部
の
中
に
弾
薬
方
と
し
て
阿
熊
村
の
守
岩
次
郎
吉
、
三
品
村
の
門
松
庄
右
衛
門
が
い
る
。
ま
た
、
弾
薬
運
搬
を
行
っ
た
こ
と
が
尋
問
調
書
・
裁
判
言
渡
書
に
記
さ
れ
て
い
る
者
は
、
以
下
の
七
名
で
あ
る
。
大
宮
郷
・
明
石
宮
吉
、
井
戸
村
・
持
田
清
太
郎
、
三
山
村
・
島
田
吉
五
郎
、
伊
古
田
村
・
小
林
酉
蔵
、
三
品
村
・
門
松
庄
右
衛
門
、
群
馬
県
魚
尾
村
・
桜
井
多
古
平
、
同
神
ヶ
原
村
・
赤
松
光
吉
。
（
師
）
’
○
月
一
四
日
に
田
代
栄
助
、
新
井
周
三
郎
、
柿
崎
義
藤
、
坂
本
宗
作
、
宮
川
寅
五
郎
、
新
井
甚
作
、
堀
口
幸
助
、
女
部
田
梅
吉
、
柴
岡
熊
吉
、
大
野
茂
吉
の
一
○
名
で
、
横
瀬
村
の
富
田
源
之
助
方
よ
り
現
金
八
○
円
と
刀
、
槍
等
一
五
点
、
柳
儀
作
方
で
現
金
一
○
円
と
刀
剣等五点を奪っている（柿崎義藤裁判言渡書．一一’一三一、
田
代
栄
助
裁
判
言
渡
書
・
一
’
五
三
よ
り
）
。
携
行
武
器
か
ら
見
た
秩
父
事
件
（
河
本
）
五
七
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